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（１）農学部・生命農学研究科の研究目的と特徴 

 

１．名古屋大学の研究目的に則って、「農学の分野における深い学識と卓越した能力

の追及を通して学術文化の進展に寄与する」を学部・研究科の目的としている。す

なわち、学術基盤を拡充し、「食・環境・健康」を柱として、生物機能・生物資源

の高度利用、生命共生環境の創出・保全、および持続的生物生産を可能にする先端

学術研究の推進と技術開発を通して自然と調和した人類の発展に貢献する。これ

は、名古屋大学学術憲章にある「創造的な研究活動によって真理を探究し、世界屈

指の知的成果を産み出す」、および全学第３期中期目標 M５「世界トップレベルの

研究を担う総合大学として、人類の知を創出する」を、生命農学の分野で実現しよ

うとするものである。 

 

２．農学部は、「生物環境科学科」「資源生物科学科」「応用生命科学科」の３学科

から構成されている。生命農学研究科は、平成 30 年度より学術研究領域に基づく専

攻体制に組織改編し、「森林・環境資源科学専攻」「植物生産科学専攻」「動物科

学専攻」「応用生命科学専攻」の４専攻が設置された。それらが相互に連携しつつ、
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レーション室が一体化された「学術研究・産学官連携推進本部」が組織され、基

礎研究から産学連携までを一貫してサポートする体制が取られている。例えば、

知的財産権のマネジメント、研究資金への申請補助などが行われている。[1.1] 

○ 
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女性教員育成の取組みとして理系女性 PI として教授および助教を選考採用して

いる。また、平成 27 年度からは助教に対するテニュアトラック制度を開始した。

また、文部科学省「卓越研究員制度」を活用して助教を採択している。[2.2] 

 

 

＜必須ㄦ成
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熱帯農学ステーションが、カンボジアキャンパスとフィリピンキャンパスに設置

され、2019 年度では、特任教授（カンボジア常駐、1 名）が措置されており、新

たに 1 名の特任助教の選考を進めた。これらを含めて新しい段階の共同研究、共

同教育プログラムの実施に向けて種々の活動が展開されている。[B.2] 

〇 「生命農学国際コース」を開設し、JICA 長期研修プログラム（アフガニスタン

国未来への架け橋・中核人材（PEACE）プロジェクト、ABE イニシアチブ、その他）

により大学院への留学生を受け入れている。[B.2] 

〇 国費外国人留学生の優先配置を行う特別プログラムに採択されたインターア

ジア・アフリカ先端農学（i4A’s）プログラム、およびその後継プログラムであ

るアジア先端農学・データサイエンス教育（AAAD）プログラムで大学院への留学

生を受け入れている。[B.2] 

〇 名古屋大学 Global 30 国際プログラムの生物系プログラムに参加し、農学部お

よび生命農学研究科への留学生を受け入れている。[B.2] 

 

 

＜選択記載項目Ｃ 研究成果の発信／研究資料等の共同利用＞ 

【基本的な記載事項】 

（特になし） 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 学術研究・産学官連携推進本部と連携して民間企業に対するコンサルティング

を行うとともに、研究科の研究シーズを学術研究・産学官連携推進本部 Web ペー

ジに掲載して関連企業への情報提供を行っている。また、大学 HP などにおけるプ

レスリリースによって研究情報を社会へ発信している。[C.1] 

〇 名古屋大学公開講座、ラジオ公開講座、オープンレクチャーに生命農学研究科

教員が講師として参加し、市民への情報発信を行っている。また、都市の木質化

プロジェクト「都市の木質化展覧会・シンポジウム・講演会」において市民向け

の連続講義を開講した。（別添資料 4509-iC-1）[C.1] 

・ 農学部・生命農学研究科_2018 都市の木質化展覧会・シンポジウム・講演会（2018

年度）（別添資料 4509-iC-1） 

○ 日本・アジア青少年サイエンス交流事業「さくらサイエンスプラン」によりアジ

ア各国から大学生、大学院生を招き、研究指導を行うとともに最新の研究成果

を紹介した。
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ス）第 223 号（2019 年度）（別添資料 4509-iC-2） 

 

 

＜選択記載項目Ｄ 国際的な連携による社会貢献＞ 

【基本的な記載事項】 

（特になし） 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 農業国際教育研究センターが中心となって取り組んでいるアフリカ稲作研究
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（特になし） 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 名古屋大学大学院生命農学研究科附属鳥類バイオサイエンス研究センターで

は、2012 年より文部科学省のナショナルバイオリソースプロジェクト(NBRP)中核

的拠点整備プログラム「ニワトリ・ウズラリソースの収集・保存・提供とリソー

スの高品質化」が採択され、第 3 期(2012～2016 年度)、第 4 期(2017～2021 年度)

の NBRP 事業を遂行している。また、基盤技術整備プログラム「ニワトリ PGC の凍

結保存に関する技術開発」(2018～2019 年)にも採択され、ニワトリ始原生殖細胞

(Primordial Germ Cell, PGC)の凍結保存事業を実施している。現在、ニワトリ

38 系統、ウズラ 23 系統を保存し、毎年数千件の研究用リソース（生体、種卵、

臓器、血液など）を名古屋大学内、および全国の研究者に提供して我が国の生命

科学の発展に寄与している。これら名古屋大学のニワトリ・ウズラリソースを利

用した研究の成果として、第３期中期目標期間だけでも 30 報近い論文が出版さ

れている。さらに、DNA マーカー情報のデータベース化と公開、およびニホンウ

ズラのゲノム配列の解読と公開などにより、リソースの高品質化が図られてい

る。（別添資料 4509-iE-1）[E.1] 

・ 農学部・生命農学研究科_鳥類バイオサイエンス研究センターNBRP 連携図（2019

年度）（別添資料 4509-iE-1） 

〇 国際農業開発分野における国際共同学術研究の推進とそれをベースにした農

学国際教育の機能の先鋭化を目的として、平成 30 年４月より
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○名古屋大学大学院生命農学研究科附属フィールド科学教育研究センターとの連

携により、演習林や附属農場を活用した実証実験を行い、研究室での基礎的な研

究成果の現場への還元に取り組んでいる。また、愛知県森林・林業センターとの

研究交流会を開催している。（別添資料 4509-iE-4〜5）[E.1] 

・ 農学部・生命農学研究科_稲武・設楽フィールド利用状況（2017 年度）（別添資

料 4509-iE-4） 

・ 農学部・生命農学研究科_名古屋大学と愛知県森林・林業技術センターとの研究

交流会（2017 年度）（別添資料 4509-iE-5） 

 

 

＜選択記載項目Ｆ 学術コミュニティへの貢献＞ 

【基本的な記載事項】 

（特になし） 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

○2018 年度に生命農学研究科として、東海農政局、椙山女学園大学とともに、シン

ポジウム「あなたの食、今と未来－変化する食と農林水産業－」を主催した。そ

の他、農学部、もしくは生命農学研究科として、学会・シンポジウム等の各種学

術イベントの共催、および協賛を行なった。（別添資料 4509-iF-1〜2）[F.1] 

・ 農学部・生命農学研究科_共催イベント一覧（2016〜2018 年度）（別添資料 4509-

iF-1） 

・ 農学部・生命農学研究科_協賛イベント一覧（2016〜2018 年度）（別添資料 4509-

iF-2） 

〇 平成 22 年度に名古屋市で開催された生物多様性条約第 10 回締約国会議

（COP10）を受け、平成 23 年度に設置された、COP10 における生物多様性保全の
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分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

＜必須記載項目１ 研究業績＞ 

【基本的な記載事項】 

   ・ 研究業績説明書 

 

（当該学部・研究科等の目的に沿った研究業績の選定の判断基準） 

本学部・研究科は、世界最先端の研究を実施することを目的とすると同時に、

その対象範囲が農学関連の幅広い領域にわたるという特色を持つ。そのため、研

究領域による研究者数や引用回数の違いを考慮し、かつ社会的なインパクトの大

きい業績を選定する必要があった。これらの事情を踏まえ、本学部・研究科が主

体となって実施した研究に基づく業績のうちで、論文であればインパクトファク

ターが各研究領域において上位 10%以内に入る学術誌に掲載されたもの、もしく

は論文賞を受賞したものや、学会賞などの受賞に直接繋がったもの、書籍であれ

ば出版賞を受賞したもの、といった判断基準で研究業績を選定している。 

 

 

【第３期中期目標期間に係る特記事項】 

〇 遺伝育種科学、動物生理化学、進化生物学をはじめとする特色ある世界トップ

クラスの高い研究実績に加えて、園芸科学、木質科学、水圏生命科学等を含む農

学領域で極めて高い国際評価実績を得ている。[1.1] 

〇 第３期中期目標期間における外部からの受賞件数は、平成 28 年度が教員 25 件、

学生 34 件、平成 29 年度が教員 24 件、学生 43 件、平成 30 年度が教員 21 件、学

生 40 件、令和元年度が教員 22 件、学生 37 件と高い水準を保っている。その中に

は紫綬褒章や毎日出版文化賞などの著名な賞が含まれ、このことは当研究科の研

究活動が広く内外に認められていることの証左である。[1.1] 

〇 教員による論文発表数は、平成 28 年度が 264 件、平成 29 年度が 253 件、平成

30 年度が 230 件、令和元年度が 242 件であった。同じく著書数は、平成 28 年度

が 72 件、平成 29 年度が 21 件、平成 30 年度が 31 件、令和元年度が 20 件であっ

た。国際会議の招待講演数は、平成 28 年度が 72 件、平成 29 年度が 21 件、平成

30 年度が 31 件、令和元年度が 26 件であった。その他の学会発表件数は毎年数百

を数え、多くの成果発表がなされていると言える。[1.1] 
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【参考】データ分析集 指標一覧 

 


